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市販 の DNPH 一カー トリ ッ ジ の パ ッ シ ブサ ン プ ラ
ー

へ の 適用
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［目的］Sick　building　syndrome や化学物質過敏症等の 原 因物質 として注 目され て い る ホ ル ム ア ル デ ヒ ド

（HCHO ）に っ い て 、居住環境内 や個人 暴露量の 実態究明 を 目的 と し て パ ッ シ ブ サ ン プラ
ー

の 検討 を行
っ た 。 今 回 は市販 の DNPH 一カー トリ ッ ジを パ ッ シ ブサ ン プ ラ

ーと し て 適用 出来 る か 否か 、比 例 定数
の 算出、環覓条件 の 影響試験 、保 存性 、長 時間サ ン プ リ ン グ の 可能性 、繰 り返 し性等 の観 点か ら検討

した 。

［実 験 方 法］（1）サ ン プ ラ
ー

： W 社製及び S 社 製の DNPH 一カ ー
トリ ッ ジ を 用い た 。 （2）HCHO 及 び

CH3HCHO ガ ス の 発 生 ： HCHO ガ ス は p−HCHO を用 い た Diffusion　 tube 法 、　 CH3HCHO ガ ス は

permeation　 tube 法 を用 い て ガ ス を発生 させ た。 （3）比例定数 の 算出 ： 上記 に よ っ て 発生 したガ ス を温

度 コ ン トロ
ー

ル し た チ ャ ン バ ーに 導入 する。 こ の 中 に パ ッ シ ブ サ ン プ ラ
ーをセ ソ トし、24 時間放置

し拡散に よ っ て捕集 されたア ル デ ヒ ド類 とチ ャ ン バ ー内濃度か ら HCHO と CH3HCHO の 比例 定数 を

算出 し た 。   パ ッ シ ブ 法 と DNPH 一ポ ン プ法 と の 比 較測 定 ：居住環境 内で パ ッ シ ブ 法 と DNPH ポン プ

法 との 同時測定を行 い 測定値 の 評価 を行 っ た。

［結果及び 考察］（D 比例 定数の 算 出結果 ： 表 1 に比例定数の 算出結果 を示 した。 （2）長 時間 サ ン プ リン

グへ の 適用 ： 本サ ン プ ラ
ー

が 長 時 間の サ ン プ リ ン グ に 耐 え得 る か 否 か を実験 し た。すな わち、HCHO

濃度 0．04ppm の チ ャ ン バ ー内に パ ソ シ ブサ ン プ ラ
ー

を複数個 吊 し、24 時間毎に 濃度 を求 め 、それ を

積算 した場合 と、1 週 間 の 積 算濃度を求 めた場合を比 較 し、長時間サ ン プ リン グ の 妥 当性 を検 討 し た。

そ の 結果 、0．05ppm 程 度の 場合、 1 週 間の 連続サ ン プ リン グに使 用 出来 る こ とが明 らか とな っ た。

（3）本サ ン プ ラ
ー

と DNPH ・ポ ン プ法 と の 比 較 ： 両 サ ン プ ラ
ー

を居住環境内 に持 ち込 み 同時測 定を行

い 、両者 の 比 較を行 っ た。そ の 結果 、図 1 に 示 し た よ うに 両者 の 測 定値 に は 高 い 相関が得 られた。

（4）本サ ン プ ラーを居住 環境等 の 建築物内に持 ち込 み室内濃度の 測定 を実施 した。その 結果、表 2 に

示 し た よ うに CH3HCHO も常時検出 され て い た 。　　　　　表 1　比 例 定数の 算出結果
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図 1　 パ ッ シ ブ 法 と ア ク テ ィ ブ 法の 相関
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